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1.はじめに

医学、医療技術の進歩は医療サーピスの縫f北方法を大きく変えてきた。そして医療サービス提告は寝間

は診療所と病院に分化し、それぞれにその像能、役苫IJi"分担し、一貫した医佼サーピスを提供すること

が求められている。医療サ}ピスは一方で分化し、その一方てで，密接な辿

るとも言える@

機能分化を F支えするiili撲の重要性は先進諸国では既に以前から指摘され、診療所地‘ら病院への轡.者

紹介と言った側面の制度化が進められ、これに関連する研究が多くなされてきているり.目，3)0そして，¥1)，

者約介等の仕組みについては当然のことながらそれぞれの出域、国の医療制度に大きく影響されるもの

であり、間知のように、英凶ではNHSのもとj原則的には病院での医欲サービスは紹介~~上らなければ

受けられない。一方、わが国では、健康保険法の改Eにより高度先進医療を縫供する医被織閉会受診す

るには一般診療所からの紹介がなければ、初診時の患者負担が大きくなるような制度的対応がなされる

ようになっ7ゐ

診療ifr古=ら病院への悠者紹介は、制度により大きく影響する商もあるが、診療所での診療が不透切で

あると判断した場合は、入院設備や医療スタッフの鐙っている病院へ患者を紹介することは、どのよう

な地域でも行われている。そして、患者紹介に関わる意思決定過程に関する研究も、その上うな文脈で

なされている心、5)0

わが国においても、患者紹介が一般診療所の日常診療においてしばしば行われており、政策的にも地

域医療活動における医療峻関相互の連併を促進することが進められている。

地域医療活動における医療機関相互の徴能的な逮併については、 I内診述燐のためのシステムづくりに

際し実施された澗査や紹介事例の報告回、7)、割、病診連撹のためのシステム開発事例の紹介9)，JO)あるい

は病診迩jji)システムの利閉経験についての報告等JI)，12J先行的な捌笠や研究が数多くあるl:n"これらの

君臨、研究に共通する点、は、医療機関の機能を医療法上の概括的な騒別である病院、一般診療所という

区別世前提とし、それぞれの包話的な機能に注目して議論してきた点にある。その結果、医療機関相互

の述。tについては一月段会療所カAら病院へのE患者の紹介が主たるテー?となり、世判士て病院から一般診療

所への逆紹介にも言及するとし、った議論や連携システムの{対且みそのものの議論となっていた。こうし

た議論の背景には、周知lのi通り医療機関の機能を地波医療活動における織能的な階層性あるいは資源配

分に注目して 次、二次及び三次医療としてとらえる考え方が誕盤となっていたと考えられる。こうし

た文脈で一般診療所の診t筑後能について議論された研究には 『医旅鑑設調査Jをもとに診療所の機能を

検討した岩崎による研究があげられる14)0また、厚生省の「家庭医についての検討会J等では一般診療

所に求められる綴能について議論され、一次医僚としての徳能を'iidIに望監理され九経k，1.もめる これらの

議論は、一月宣言会療所の機能を一次医綴織能に重点を泣いた議論止なっているが、地域での!，，<;'j宣伝動はそ

れぞれの一般診療所と病院が地域的広がりの中で多係なìilHt~をしながら各々の診療後能を補完しつつ、

質のおいサービス会提供するようになってきている。とりわけ都市部においては、 一般診療所の機能が

多線化し独自性を持つようになっており、こうした状況下での般診帯住所の機能を猿J1llし地域内での述

悦の構造を明らかにするニとは、今後の地域医療における縞祉をも含めた連欧やグループ吉岩波等をはじ

めとする係々 な取り組Jt.i"JlJ¥解する上で重要な知見を与えるものと考える。

ところで、病診i車鋭における患者紹介の実態については、医療随設調査15)でその紛介理141と紹介件

数及び紹介先|歪彼機関の状況等が示されており(表 l、炎2)、平成2年の医療胞設調査によると、患者

を他の医療機関に紹介している診療所は平成 2年 9 月 ?5ICI~IO月 1 日間に 診療所当り J.8.~件の患者を



紹介しているのそして、同期間内lこ一般診疲所を利用した延べ外来悠者に占めろ紹介忠おの'1ft)合は

0.61%となっている(表3) このように也、者紹介It日常的に多くの医療険関で行われており、一車問主療

所のm裂な機能のーっと這えるが、悠者~'~J~介について一般診療所の診療織能との関連悦からの統計資料

は医療施設調査でも紗れられておらず、その他の研究も少ない

医療機関の診療ぬ能をどのように犯燈するかは、本論において落本的な前俊となる必見重である 一般

的には診彼機能に係わる外来怨定数などの診療統計などを基礎に、診療活動を4準々 なJ旨僚から多面的に
表現し、それらによって医療機関の診療機能として考えている そのため、包指的に医療隊問の診療機

能を表現するといった問題については関心が持たれていないといってよb、。しかし、医療機関の診療機

能はそれぞれの医療機関に閉する統計的にl-t抱緩し得ない色々な情締によっても表現されている 係傍

診療科問、診療に1181l'する医師の専門分野、 診療ユタッフの他成、診療機緑、入院胞設などの設的、診

療1時間などは医療機関の診療機能を表す重要な指標となりうるものと考えられる内なかでも診療科目は

最も基本的な情報であり、患者は医療機関の採傍科目を参考にして受診するだろうし、診僚スタシフ、

診需主機訴及び設備もその診療科口により多くは規定されるものと考えられる内そこで、本研'先において

は一般診療所の機能を様傍診療科目の綴携の仕方から抱握し、診療機能の端として 般診機所の機能

類型を行い、この徴能類型に従い病診illi携という一般診療所の活動を分析する

2. 目的

多係な診療形態とJ座#与が行われている都市部にある一般診療所の医療機関相互の述燐を一般診療所の

診療機能との関連からゆ]らかにすることを目的とする。

一般診療所の機能についてはその傑務診療科目の組合せに注目し、律、傍診療科目のパターンとしてIJE

える 一般診佼所の機能を規定する要件としては、襟傍診療科目の他にも、診療に従事する医師の専門

分野などの特徴、勤務する医療スタッフ、診戎号機践に代表される設備、さらには診療所の開設者や管理

者の経営方針など傑々な斐系金考えることができる。しかし、 一般的には、 一般診療月刊よ開設者が管理

者であり、自ら椋傍診療科目を褐げ診療に当たることが多いことから、係傍診療科目名が一般診療所の

診療機能の内容を最も良〈表しているものと考えられる。そこで、第一に棟傍診療科目名の組合せ状況

について、そのパターンを分街並虚し、次に、分類された傑傍診療科目類型に従って、 一般診療所の診

療機能について概慨する。さらに、それぞれの襟傍診療科閉鎖型毎の他医佼ぬi刻への患者ー紹介の状況に

ついてその特徴を明らかにして、一般診療百ITの標傍診療科目パターンと患者紹介の関連性を明らかにす

る。患者紹介の状況については紹介患者の病状、患者紹介の実綴及び紹介先医療機関との関係等につい

て検討をj川える

3.方法

研究に!刊いた資料は、平成3年3月に4白浜市医師会、横浜市街生局1;により尖値された f医療街設問]

述悦と診療機能iこ閲する調査」結呆による。この淵笠l立、横浜市の中央から西部に扇状に広がる西部医

療|習に開設している一般診療所557診療所を対象に部送・による質問紙澗査担、で実施したもので、 一般診

療所から病院などへの忠者

診J伶~i，占機畿H能t↑情占幸線世をデ一夕ベ一ス{化ヒ肘づナ『る日的で行~;わJ才れLた制f笠Eである@ なお、診療所の慨I兄などについては平

成3年2月末円現従で、忠者紛介の実絞等については平成3年2月分で回答レてもらった。

2 



この調売で得られた資料をもとに、第一段階として一般診療所の診療徴能を額明化し、次いでその短

慰問の比較企通じて一般診療所の診療機能と患者紹介の|苅述性について分析を試みた。

一般診療所を分類する場合、分類の利刈目的で開設省、病床の有然、 t宮傍診療科目、外来患者ー数など

の分類基準iこ従って分瀕することが-il効ヨである。本研'先においても一般診療所生分顕して、その分額'

と息苦?紛介という診療所の機能の閲iill性を倹.Nすることを目的としているので、その目的に沿う分額で

なければならないp そのためには、診療している患者の縄額や取り扱う傷病の総額を反映し、診t眠rrの
専門性が代表されるよう令分額がJ~Jt寺 ðれる。 そこで、本研究では診療所の専門領岐を反映する様傍診

療科目に法円し、そのt:~傍科目の組み合わされ方を億傍診療科ノそターンと提ぇ分類を行った 調笠を

行った当時医療法l随行出~IJで傑傍が可能な診療科目としては、 32診療科目が挙げられていたなお、 一

般的にはも票締診縦科1"1が開設者によって優先順位がつりられて傑傍されていることが予怨されるが、こ

の調査では係傍の有無のみが関心て9あったので、その傑傍順位については考f品、されていない 綴傍診療

科目の組合せは、計算上は約40{車通り以上の組合せが考えられるが、実際にはそれぞれの原傍科目の関

連性からそのすべての傑傍診療科目の組み合わせパターンが存在するわけて'はない そこで、標傍診療

科目の組み合わせられ)]の傾向企それぞれの診療所が各々の診療科目を禄十脅しているか否かというこ値

データとしてとらえ、クラスタ一分析を行いその特徴を見侮めた上で、これを参考として標傍診被科目

に注目した一般診療所の綴傍診療科目の煩型化を行った。

次いで、このー般診彼所の類型と1也の診療後能や患者紹介機能との関:@性について検討を行うためす

なわち、一般診療所の患者紹介機能に診療所の傑傍診療科目類型のiさいによる差異があるか検認するこ

ととした

4.結果

4-1 回収状況と分析客体

調査表は264!1!?が回収され、回収率は47.4%であった。このうち16診療所は‘特定の患者を診療して

いる事業所内診療所等であり、診療所の地域活動はないと判断し、これらを除いた248診療所を分析客

体とした

回収率が低かったことから、対象集団を代表するか否か、有床診療所、無床診療所の構成比、開設者

の者E始及びも事情診燦科の分布で比較検討した(表4、表5)。その結果、いずれもな立な差はなく、代表

性が(i/jj保されているものと考える。

4-9 診療所の-/''f鼠;

診療所の開設者は、個人が忌も多く 223診療所(閲 9%)であったらついで多いのが医療法人であり、

15診療所(6.1%)であったが、医校法人については慨ね一人法人であゥた

診療所の医刺激は、常勤医師でみると226診療所(91.1%)が医師 I人で診淡を行っている 医師2人

の診療所はl~l診療所 (5. 2% )である。

許可病床の状況を見ると有床診療所が-11診療所(17.7%に然床診療所が204診療所(8'2.3%)である。

また、個人が開設者で、常勤医師 l人という診療所は207診療所(83.;;%)であり、ほとんどの診療所

で開設省学lらが 1人で診僚に従事していることがわかる今

3 



一般診療所の怠イ守紹介に影響を与えるだろう要因は多傑である その中でも、智恵;しなければならな

い点としては、 一般診療所が開設されている地域における紹介先として与えられる医縦後関などの状況

である そ二で、本研究の対象地域の償浜市と他の政令指定都市の医療環況を幾つかの指標で比較し、

々らに様浜市内の他の2つの医療組との比較をした

患者紹介に関わる一般診療所を取り巻く医療深境について医療廠設調宣告ともとに12;同日市の間で比較

すると表自のとおりとなる。

人口10/i人当たりの 般診療所数についてみると繊浜市1112大都市の1はや全国他ーなどと比較しでも少

ない。また、機浜市の一般診療所1施設当たり !日当たり外来J患者数は全国値よりも少ないものの12大

都市の値よりも多い。横浜市の一般診1];(所に占める有床診療所の割合は12大都市σ〉値及び全国値よりも

低い依となっているが、 12一大官官市の手均値に近似している。

患者紹介又iよ患者を転送している一般診療所の割合l立、 12大都市の低及び全国値を上回っており、患

者紹介などが比較的よく行われている土即戒といえる また、他の医療徳院1の設備などを利用している一

般診療所の刻合も全国依及び12大都市の値を上回っており、この点からも医療機関相互の連欲が比較的

よく行われているといえよう。このことと関連して、 一般病院が一般診療所に対して当該病院の絡設や

設備を平umさせている状況を一般診療所l∞施設に対して何施設あるかを見ると被浜市は、全国値及び
12犬初rIiの悩i:-F回っており、一般診療所が医療徴関連携を進めていく上での球威が優れているとは言

いきれない。

一般診療所が忠者紹介する先の一般病院などの規模や私類の状況を見てみると、綴浜市lよ必ずしも大

病院や医育機関と呼ばれる大学病院などが多い』也J或とはし、えないものの、12大都市の平均値に近い地峡

ではある。ただし、 12大都市のそれぞれについて詳細に見ると大病院や大学守荷院の数にはばらつきがあ

り、具体的な各都市の状況とは隔たりがある。二次教念、施設の割合を見てみると横浜市は12大都市の平

均値lこ近似した航となっている。

以上、平成2年の医療施設翻査をむとに横浜市の一般診療所の置かれている環境を概観したが、 一般

診療所としては人口10万人当たりの飾設数て'は少なく、I診療所当たり i平均外来患者数では多い傾向に

あるものの、患者紹介や他の病院施設の利用とし、った点からは、比較的f責極的に活動している地成とし、

える。紹介先の医療後関については大規総病院が多いと1-;)，いえないが、医育{幾関や二次救急医療施設の

富IJ合は12大都市の平均を上回っている しかし、病院のオープン化は全国的なあるいは12大都市の平均

的な水準には達していない状況がある

また、償浜市内の他の医療閣との比較では、医療固と病院、無床診療所、有床診療所の給額の問に'j.

平f;'tまな差が認、められなかった (xll:2. 197、]>'-0.645) (表7)。また、当該医療閣と横浜市及び全国の

病院総数、 一般病院敬、総合病院数、大学病院数を比較してみると表Bの通りとなり、地波間では千'，.古;

な量産がよ翠められなかった(X2:12.10、p0.(6) 

4-3 係修診療科目の鎖型化とその特徴

診i17:.所の様傍診療科の状況は表5の:i!!1りである 診療科目を復数傑傍ナる診療所も多く、段大で9科

目傑傍していた 長頻値は 2科門 ，M~t努する診療所で78診療jjlr:l 1. 5%であり、探傍科目が 3科目以 ト・の診

療所が203診療所81.9%て'あった。r診依科目を複数徐傍寸る場合その組合せのパターンは多機であるが、

本調貸で回答されてきた標携診療科目の斜i合せのパターン1197極績であり、その組合せパターンとそれ

ぞれの施設数は、表9の巡りである 本論では、復数の診療科13を符傍するときの具体的な組合せを怨
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傍診療科阿パターンと称し、そのいくつかを取りまとめて煩型化したそれぞれ会幹持診療科目類型と呼

ぶこととする。

4ま傍診療科目の頬型化合するに当たって、それぞれの椋傍診縦科同パターンについて、個々の診療科

目名の有無を二依データとしてそれぞれのパターン問の距隊を平方ユークリッド距艇としてグループ開

平均連結訟でクラスタ一分析を試存た。その|際、原傍診線科目欽が多くなると、 4票椀診療科目のパター
ンの特徴が従え難くなると考え、標傍診被科打数にも注目し、 3科目以下、 4科目以下と順次標傍科回

数を増加させながら、分析結果合評価した。その結果、保傍科回数を精力nさせていくと、摘出fされる保
傍診療科目のまE型の特徴が消失する傾向が認められた。6科目以上でその傾向が顕著となったこと及び
6科目以上様傍ナる診役所の数が全体の5パーセント以下、 f票傍診療科目パターン総数の1.0パーセント

以下となったことから、 6科目以上を一つの際傍診縦科目怒i型として杷掘し、 5科目以下の様傍科目の

中でタラスタ一分析金行し、表10のようなデンドログラムを得た。しかし、このクラスタ一分けは、それ

ぞれの探傍診佼科円の組合せの診療所数を反映していないことと、例え11f皮膚科」と「皮膚科、法、尿

総科」がひとまとまりとなり、 「形成外科Jと f形成外科、政N!i科Jがひとまとまりとなり、皮l萄科を

中心としてまとまることの方が一般的に妥当するように考ーえられるが、再往hたグループとして分類tきれ

てしまい、診療科目が本来持っている相互の関係性を必ずしも反映していない点で必ずし4，妥当な分類

とは言。い縫いと考え、先のデンドログラムの結果を考lをしながら、表11の分類基革;こ1)(:1，吋車修診療科目

類型の特徴と標傍されている診療科名を表12に示すような12鎖型に整理した。

得;務診療科パターンとして診療所の教が多u、パターンは、 「内科、小児科J、 fQI¥!科」、 f小児科j、

「耳鼻I聴i喉科J、 「産婦人科J等であったe そこで、 rl!~科、 小児科J 、 f眼科」では、診療所の数が

多いことを噂重し、それぞれ一つの額型止してとらえた。そして、内科と小児科が併科標傍されること

に注目し、{也の煩型化を抽出する際には、内科と小児科の組合せを一つの単位として考え類型化を考え

た。同線に結びつきの強い診療科目の組合せとして外科と内科の関係も認められるので、これも一つの

組合せの単位としてとらえた。クラスター分析の結果でも内科と小児科の組合せ及び内科と外科の組合

せは隣同士に分類される傾向にあり、このように考えることを支持するものと考える。

そして、 f内科と外科」及び「内科と小児科Jをt;，'l傍し、さらに他の診療科を様傍する係修診療科パ

ターンをそれぞれ一つの額~とした。 ただし、内科、外科、小児科を標修する場合は、 「内科と外科j

を係傍するま白型とした。

事例の多い「小児科」については f小児科、神経科J及び『小児外科、内科」を加えーっの煩型とし

た

「耳鼻咽喉科」については、 「耳鼻咽喉科、気管食道科Jと『耳鼻咽喉科、眼科Jを加えーっの類型

とした。クラスター分析の結巣では、 「耳鼻咽喉科、!眼科J!よ、 fR良科Jの隣に結びつけられているが、

眼科lJ:単科標傍で19診療所あったので、あえて「耳鼻咽喉科」のグノv--ープとしたe

内科系探傍として分鎖したパターンは、 f内科」を係修し、 「外科」及び「小児科jを占禁傍しないパ

ターンとした。また、 「内科j と併せて「産婦人科」、 fjig科J、 「婦人科」を襟傍ナるパデーンは

[産婦人科様傍」として一つの類型としたe その結娘、内科系標傍として類型化された中には、 fl尚化

部;科」、 「循環然科」及びfI呼吸探科J等が併科される傾向にあり、これらの3科目は内科の下位概念、

として佐賀づけられているものと考えた。

「毅形外科jを主たる診彼科とし、外科、 その他の診療科を組み合わせるパターンが大きなグループ

としてクラスター分析から得られた。また、消化器科と外科の組合せを2正本とするグループもクラス

ヂ一分割fより得られている そこでこの2つの頒1:1を つ壁面i~として考えた。
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皮J品科については泌尿総科と外科を組み合わせる例もあるが、特にここでは「形成外料、皮膚科」と

言う組合せに注目し、 r/~成外科J も含めた皮 r{jj科1~傍としてとらえたの 「皮膚科、泌尿止ま科Jを傑傍

する診療所が1ØiJあったが、~傍診療科目ifM~の[その他J'二分領したe

渉:に、以上のような考え方で分類した類型の特徴を患有数、指定医疲事韓関など診放機能と関連する項

目について比較検討した

各々の診療所の 1日当り平均外来患者数合模倣診療科目新製毎に合計し、その平幼を見たのが友13で

ある。当然のことながら、保傍診療科目類型侮lこ平均外来患者数にも有意な差 (x2<1"1. 13、p=

oα}侃)が認められる。最も外来忠殺が多いのは I万鼻咽喉科襟傍jで 1日当りの平均外来患者数の平

均が92"9人/日であった。次いで多いのは「外科 ・整形外科系傑傍j で、 76.8人/日てaあった これに

対し、最も少ないのが「その他様傍j で、 22.:l人/円、次いで少ないのが「産婦人科徐傍Jで26.6人/

日となっている。なお、全診療所での1日当りの平均外来患者数の平均は52.7人/日であった。

燦傍診療科目貫自主1とf冒定医療機関の積績の関係を見たのが茨14であるが、各樋従tl.#保険についてはど

の標傍診療科目綴盟でもほぼj~定医療機関となっているが、生活保護法、結絞予防法、労災では街定医

療機関となる比率が少なくなっている。そして、係初診託研斗日額製との関連では、 「内科 ・外科系」及

ぴ「外科 ・3藍形外科系Jで指定医療機関となる傾向がi高かった

診符所の織11ちを見る上で、その設備状況は一つの参考になるものと考えられる。そこで、各段傍診燦

科伺額型毎の診療機器の整備状況を見たのが表15である。それぞれの機認について、平均上り整備して

いる様傍診療科固ま耳1~について注目すると、それぞれの篠傍診療科医類型の特徴が浮かび kがる fp自

科」では娘底鏡が多く、 「内科系椋傍Jでは、 心'直言十、単純エックス線偽影装燈、宵ファイパースコー

プ、十二指腸ファイパースコープ等が猿備される割合が高かった。また、 fi韮婦人科系標惨』では、訴

生兵セット、勝I抗ファイパースコープ等が整備される割合が高くなっている。 f外科 ・整形外科系標

傍jでは単純エックス線撮影装霞、理学療法器が多い結果となった。 r小児科標傍J、 「内科 ・小児科
傑傍Jでは、機器の整備状況が近似した傾向を示していた。

以上のような原務診療科fl類型に類型化された診療所が、実際に患者紹介をどの傑!と行っているかを、

以下に見ていくこととする。

平成2年2月中に診療所から紹介した患者数をその紹介理由別に調査した。この月l問にE患者を紹介し

た診療所は 174診療所あり、 70.2%となっている。紹介理由については伺ーの紹介事例であっても複数

の理闘をあげた事例もあったことから、絵激での紹介数と一致しないが、結果は表16の通りである。紺

介事例数は全部で 1，∞l工1r.{7iJあり、E童復ーする紹介J!l1由でみると 1，131事例となっている。
紹介理的侮にその事例数をみると、 f入院医療が必要」が318事例、 31.8%、 r{也科の診療が適切」

が 284事例、 28.4%及び「検資目的Jが 280IJl:例、 28.QlYoととなっている。乙れに対し、 f患者が希笠

したJという理由は52事骨')J、0.2%と低率であった。

また、紹介を行った診4張所当りの総介事例数を凡ると、この1カ月間に5.8人を紛介していることが

分かる。

次に 1日平均外来忠者数とお3介息者総数の関係を標傍診療科目類型で見ると表13のiJJiりとなる。一般

診療所で治療を受りている患者に対してどれくらいの頻度で!Jl.者が紹介されているかということを見て

いくために、ここでは、 l日平均外来.D‘者数と平成2年2月の紹介患者数の比をとって、その街標とし
た。もちろん、平成2年の2刀に実際診療した息右数との比を取ることも可能ではあるが、平成2年2

月の外来患者数 (外来で診械した延べA島者数に相当する)は調査では回答してもらっていない(1日平

均外来患者数は把接しているが、診療日数、診療1時間が去ちまちでこれらの1白から外来j品者数を線計す

6 



-司、司、.. ・ー_-一=

ることは妥当性会欠くものと考えた)し、同期Inlの初診也者数も符られていないので、以下の式で算定

された比をもって診療所でどのf昭:紹介を行っているカ‘の指僚とした。

[経i介¥!).者と外来患者数の比(以下「紹介患者の比Jという)]=I.000X[平成2年2月の紹介患者

数)/[1日平均外来患省数 l

最も紹介a也者の比の高い標傍診A肝ヰ目類型は「内科系標傍」で、比が207.4となった。次いで高い値

なのは「産婦人科傑傍」で、 129.'1となり、第三位は『内科・小児科 ・その他係機jて偽 5となった

そして、この3つの様傍診療科円類製と I複数科標傍J (比89.8)企含めた4つの綴傍診療科目類型で

は平均的な紹介患者の比76.6を上回っていた。一方、紹介患者の比が低値であったのは、 I耳鼻咽喉科

僚傍Jで33.5て'あった。次に低値であったのは「外科・整形外科系保傍jで判 7、さらに「内科 ・外科

傑傍」で'47.1という比であった。

患者紹介理由と探傍診療科目頒型の関連性を見たのが表17である。紹介理由が豆複回答であるから紹

介患者一総数のうち、当該思幽をあげたものとあげないものとに分け、その独立性について検討した そ

の結巣、総数での患者紹介漫向の多い[入院治療が必要j 、 「他科の診療が適切J及び「検査目的jで

見てみると標惨診被科目類型間でいずれも差が認同られ、{事1努診療科頬型によってEEJ者紹介の理由;こ違

いがあることが認められた

それぞれの僚傍診療科同知一出て'30%以上となったJllj闘を見てみると、 「干草数科傑傍Jでl士、 fj山科の

診療がi滋切Jが倒対的に高b、理由として挙げられてしる， f眼科擦傍Jでは、 f手術が必要jが理由と

して挙げられている。 f耳鼻咽喉科保傍Jでは、 「手術が必要」と I験交目的jが高い割合で製l担とし

て挙げられている。 r小児科擦傍」では、 fj也科の診療が適切J及び f入院治療が必安jが重婆な理由

として挙げられている。 f内科 ・小児科標傍Jでは、 f入院治療が必要j及び I他科の診療が必要』を

理由として上げる割合が高くなっている 「内科・小児科・その他標傍Jでは、 「検査目的」及び「入

院治療が必要Jの割合が高くなる傾向がある。 r内科系傑務」では、 「入院治療が必要」が高率であっ

た" f内科 ・外科系様傍Jでは、 「他科の診療が適切j も挙げられるが、 「検査目的J及び『入院治療

が必要Jという理由も高く特徴となっている。 [外科 ・整形外科系療傍Jでは、 『検査目的J及び f入

院が必要」で高い割合となっている

4-4 紹介事例の分析

各々の診療所で調査時期のu'[近に紹介した患者5ll';例について、その傷病名、紹介決定時期、紹介先

診療科及び紹介先医療機関名を調査した。傷病名及ひ.医療機関名については、自記王立で回答ーしてもらっ

た。

紹介事例は全部で910例となった包紹介事例を 1つでも回答した診療所は、 2J.l診療所で、記入状況は

I診療所当り4.3I1~例となった。

(1)紹介事例の概要

紹介事例の1M病名は多碕多憾にわたっていたe 傷病名は比絞的丁寧に記載されており、傷病名からl

CD分額と突合し、傷病名コード企与え集計処理した。

最も多い傷病鮮は「新生物Jで157例17.3%あった。以下、 fì尚イヒ(，~系の疾患J 115例12.6%、 「循環

昔日系の疾患J10419i11L'1%、 「神経系及び感覚務のIR!J:.・J9nlr例10.7%、 [1呼吸 ~if系の疾J忠」弘l伊j
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10.:1%であった3 以上の5傷病併でa7伊J62.:I%ととなうている(表18)。

次に、!!"者企紹介する紹介先の医療機関について検討を行った紹介先は具体的な医療織関名を回答

してもらった。具体的な医療機関名が特定されなかったり、米記入の事例が14例あった1也は、はほ医療

機関名が特定できた16)0 医療機関名をもとに医療縫聞の種類を医療施設潟査問織に大学病税、総合病

院、その他の病院、診療所に分けて集計・したのが表俗である。Mも多いのが総合病院で436例47.9%を

占めている。ついて'、大学病院とその他の病院がほぼ同数でそれぞれ2例例(22.4%)、192例(21.1 判)で

あった。l芸1J.(h在設調管ーでは、診紋所がどの機な医療機関に患者を紹介するかを見ているが、本調査での

紹介事例についても紹介先医療機関については近似した傾向が示された

患者紹介するl蜘こ診療科や医師名まで指示する診城所が多方‘った(l'医療施設名、診療科名をJ旨Aし
て紹介JJ76診療所71.0%、 f医師を指名して紹介J86診彼所34.7%(重複回答))。このことから、紹

介先診療科の状況を見てみると、設も多いのは f内科Jで227例25.0%となっている ついで多いのが

I外科Jて:92例10.J%て'あった。紹介先診療科の上位5診療科は「内科j、 「外科」、 f耳鼻咽喰科J、

1'，卜児科」、 [皮膚科Jで全体の58.7%が占められており、消化若号科等のより分化した専門科を指示す

る例は少ない(表19)。

各々の事例について、紹介決定時期を見ると表20のようになった。是も多い時期は「再診自寺」でお』

例33.4%を示している。ついで多いのは f初診時jで281lf9JJ31.2%であった これに対して、 l' 1ヶ月

程度経過観察後」は前例9.30，(，に過ぎなかった

(2)標傍診療科目類型と紹介事例の関係

紹介された筑皆、の傷病l咋と、診療所の標傍診療科同類裂の関係を見たのが還を2Jである

I緩数科標傍jでは、 f新生物Jが40.0%(12例)で:IQも多く、次いで I循録器系の疾.¥!l.J、 「呼吸探系

の疾患Jとなっていた。この傾向は全体の傷病群の事例教の傾向に近いものと考えられる， l'自民科標

務Jでは、 rÎ'~~干及び感覚若宮の疾密J が最も多く 72.2%(39例)であった。 l CD分類では f神経及び感

覚総の疾患Jとまとめられるが、当然眼科系の疾患をその内容としていた。 r耳鼻咽喉科系保傍Iでは、

rt呼吸怨系の疾患Jが3<1.2%、 f神経及び感覚総の疾患」が31.5%となっており、二つの傷病群に二分

される結果となった。この傾向は「皮膚科系捺傍」でも認められ、 『皮膚及び皮下組織の疾患Jが

44.4%、 『新生物J11:36.1%ととなっている。 l'小児科標傍Jでは、 J患者紹介の礎的で「他科の受診が

適切Jが多かったこととI姐ill!あるのか、多様な傷病が紹介対象となっている。そして f新生物Jを除く

と全体の傾向に似た結朱が得られた。ち枇みに上位3傷病鮮を見ると「呼吸器系の疾患」、 r~中経及び

感覚探の疾I也」及び「消化務系の疾!占Jが挙げられていた。 l'内科 ・小児科係修Jでは、 「小児科探

傍Jと似た傾向が認められ、 「循環器系の疾患J19.2%、 「消化探系の疾患J18.6%及び1'1呼吸法系の

疾患J12.8%で、全体の5O.6t}{jととなっている。 r内科 ・小児科 ・その他緑、傍jの場合は、前二者に類

似するものの、 f新生物Jが最も多く 21.9%を占めるのが特徴となっているe この傾向iよさらに『内

科系標傍Jでより顕箸なものとなっており、 「新~1:4如J の比率は27. 7%になっていた‘ 『内科 ・外科系

標傍jでは、 「消化総系の疾W.J、 「新生物J 及lJ( f街I~*~系の成目~.J が多いが、{也の傷病も全体の傾

向に似て分布している 「産婦人科系保傍Jでは、 「妊娠、分娩及び産相手の合併Jと「新生物」が同数

で{ti病併を二分していた。 r外科・整形外科系係修Jでは、 q琵傷及び中~1~J 、 「新生物」、 f消化~

系の疾患J及び「筋什絡系及ひ・結合組織の淡!;t¥Jのモれぞれの傷病群が10%台を占めていた。以tの

うに、様傍診療科口忠一型と紹介i釘丙草子.の問にはCZ傍科目止のl期途性を強く示唆する特徴的な関係がある
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ニとが見いだEされる z

診療所の標傍診療科目類型と紹介先の医院t機r_¥g<l)f!品類の関係全凡ると、表22の通りである 紹介事例

の多い僚傍診療科目fti型では紹介先医療後関を選択するにあたり大きな差異は認められない ニれに対

して、総介事例1;1少ないが I眼科標傍jでは大学病院と一般診彼所に紹介する事例が多く、全体の傾向

とは異なっていることが示された 屯た、 「小児科燦傍」でも、 一般診療所へ紹介する事例が多い傾向

が認められた。

患者紹介に当たっての理由として「他科の受診がi歯切」と回答する診療所が多かった(平成2年2月

分紛介患者1， ∞ l 例 '1'284例28.4%) ことから、核傍診療科目鎖'~と紹介先診療科の関係を見たのが表 1 9

である

係修診彼料目鎖~Mが「筏数科tZ傍j てす1 、 『内科J40.0%、 f外科J23.3%、 fJ悩神経外科J16.7% 

ととなっており、 fm作ド幸子弁科」及び f)'lト科jへの紹介が多いのが目立つ。 f眼科係修」では当然「自民

科」を紹介する事例が最も多い(77.8%)が、 「内科jに紹介する事例も11.1%あった内 「耳鼻咽喉科系

得、防」では、 「耳鼻咽喉科Jへの紹介が最も多かった(80.8%) f皮膚科系標傍Jでは、 「皮膚科」へ

の紹介が77.8%であった 「小児科様傍jでは、ほぼ半数が「小児科jへ紹介している (.19.2%)が、

「内科」、 「耳鼻咽喉科J等にも10%程度紹介している。 f内科 ・小児科燦傍Jでi立、 「内科j八の紹

介が多く (39.1%)、ついで f小児科」、 f外科jへ紹介する傾向があるー f内科 ・小児科 ・その他探

傍」では、 「内科」への紹介の比電が高くなり (42.3%)、同時に他の診療科への紹介も多様性が広がる

傾向にある。 f内科系係修jでは、 「内科」、 「外科jへの紹介が多くなるが、 fi街化器科jへの紹介

が多い(]4_3%)のが特徴と言える. r内科 ・外科系傑傍」では、 「内科」、 f外科jへの紛介がそれぞ

れ20%前後あるが、他の診療科への紹介が多憾である。 r産婦人科系原務jでは、 「産婦人科J及び
I婦人科」への紹介が多く、そのほかは「外科Jへ10%程度紹介される他は少ない 『外科 ・整形外科

系様傍Jでは、 I整形外科J(32.7%)、 『内科J(19.8%)、 f外科J(16.8%)への紹介が多い。

次に、紹介元の綴傍診療科目と一幹~-る診絞科目への紹介状況を傑傍診療科目矧型で見ると、 「複数

科標傍J(90.0%に 「耳鼻咽喉科撚傍J(8.1.9%)、 [&:1前科系襟傍J(77. 8%)、 「日毘科様傍J(77.8%) 

等で一致率が高い傾向にあり、 「内科系襟傍J(44.5%)、 『小児科系様傍J(49.2%)、 f外科 ・整形外

科系僚傍J(52.5%) r内科 ・小児科段、傍J(53.2%)でほい傾向にあった。

紹介決定時期は、様傍診療科目類製とも関係していることが考えられ、相互の関係について分折を

行った。その結果、全体では『再診時Jに紹介を決定する事例が多く (33.4%)、次いで『初j診時J

(31.6%)に決定してし句。この2つの時期で全体の65.1%が紹介を決定している。燦傍診療科目怒挫傷

に見てみると、 「皮!荷科系原傍J、 「恨科原傍』 、 「外科 ・整形外科系標傍J、 [小児科標傍J及び

「内科 ・外科標傍Jでは 「初診11寺j に紹介する傾向が認められる。これに対して、 「小児科擦務J、

「内科 ・小児科 ・その他保傍J及び 「内科系様傍Jでは、 r.Jlt診時」に紹介する事例が多い傾向にある。

ru民科様傍J では「宅)J診 11寺」でも紹介する~I~例が多い傾向があるが、 「その他のI時期」も25.9%あり、

{也に比べて多い傾向が認められた。 r産婦人科系標傍Jでは、患者紹介l時期に特定のII，yj羽に偏る傾向は
認められない。 f耳鼻咽町民科系標傍jでは f1ヶJl程度経過観察後Jに紹介する事例がJ3例19.1%あっ

た(表23).

5 考察

一般診療所の機能につし、て、その診療科悶の標傍の仕方に注1'1して鎖型化を試み、その傑傍診療科目

9 
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類型Jに主り診療所の険能を分析し、さらに'1'.イ青紹介像能との関i!li代を分析した

医療機関の広特について規定サーる医療法第70条では医療機関が様傍できる診療科目名に一定の:hIJ~.民全

定めている。そして、標傍できる診彼科同名はその時々の医療iHriの木首長や専門分化についての考え}j

により加除されてきているが、 f!~勝可能な診療科目名については必ずしも体系的に綿造化されている止

は言えない 診療科目名の分績は、上位概念と下位枇念が混.fEしていたり、総官名による分類、対象の

什性による分類、治療伎術に関連する分額等分実質基準が錯綜している このようなtま傍科目-1'，について

の問題に関しては既に厚生約、と円本医郎会による検討会でも議論され、それを受ける形で平成8年の医

療法の改正に当たっては、診療科目名の)JI1J徐カ河7われた。ζの検討会では、診療科目名表示の怠誌を①

患者古E医療機関を選択するに際して役立つ.I!li本的情報であるという観点から患者4にとっての，伝説を、ま

た、②医療機関が医療ーザーピスの内容を提供寸る情報として医般機関としての意義金、さらには仰向診

主!!焼、患者紹介に必要な情報を医療機関が相互に利月]できるようにという意味で地減医療システムの観

点からの怠義をあげている17)，ここて②の医療機関が医療サービスの内?a~提供する情報として表示す

る診療科目名の意義を認めているが、よればそれぞれの医佼隊関の診療機能の一端を示すことをも怠味

しているものと考えられる。

一般診療所であっても医療後関て'ある以上は、標傍可能な診療科目名会任意に捺傍できる しかしか

がら、寸立診腕11はそのすべての診疲科目名を傑傍することは希である。一般診療所の標傍診療科目仏、

開設者の怠@や診療を担当寸る医師の専門領成あるいは地域での立地条件さらには経営的な観点などか

ら一定の数の診療科目名が選択的に標傍される そして.標傍する診療科目名によって医療サーピスの

内容を規定し、さらには医療後|拐の織能がそれによって規定されるものと考えられる。

診療科目の標務の仕方について類却化したところ、診療科名キ日Eーの関連性が締法化されることが秘め

られた。内科を傑傍しているよ語合は消化器科、呼吸器科、循環器科を併科楳携する例が多く、これは内

科の下位欲念、として消化器科などの移療科目が関連づけられたものとして考えられる。また、内科と小

児科の2科目を僚携する一般診療所も多く、このような猿傍の仕方は一般診療所が家庭医あるいは一般

医 (GP)として診療に当たっていることを意味するものと考えられるのさらに、 11国科、耳鼻咽喰科、

皮腐科などでは埼律十の専門診療科としてのZま味合いが強く、よしんば併科僚傍しでも耳鼻咽喉科では気

管食道科と皮J酔トでは形成外科との併科t開になっている。もちろん4つ以上の診療科目名を標傍する

ような場合では付随的に耳鼻咽喉科等が様傍されることがあるが、基本的には上記3科についてはその

専門性故に単科標傍が一般的と言って良い。このほか、単科様傍とまでは言えないが、小児科でIFii科

標傍の傾向が認められる。外科、整形外科についてはそれぞれが基幹となる診療科目として考え得る

うな様初診療科目類型が抽出されたが、内的な布，Y;i釜が示唆されるような組合せのパターンとは必ずしも

言い切れないを買型であった。しばしば診療科目名を内科系、外科系などと獲理するが、一般診療所が診

療科闘を際主制・るときにはこうした分矧繋王立ーが必ずしも妥当しないものと考えられる。

今回の分析では、 『その他j も含め12の傑傍診療科目に実質型が整鈍されたわけであるが、もちろんこ

のことをもって診療科同名の標傍パターンが般的に 12iill りにJ~W型化在れるとは必ずしも言えない し

かし、より多くの標傍診療科パターン金収集し、さらなる類型化を試みたとしても、その類型化をもっ

て診療所の織能主il1'lとして利用していくという尖用的な見地から考えれば、 10iillり前後の頒型化が妥当

なものと考える。本研究に先立つ研究においても計量的な類型化で4よなかったが、 9額型に護員11してい

ることを考えると、類型が多様になることは冗長であるだけで、議論の条約にはならないものと考えら

れるゆ.

標協Fl診療科伺による一自立診療所の矧~fヒによって得られた 12通りの領型とその診療機能との関連性に

10 
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ついて検討したところ、必本的な診療所の活動とそれぞれの繰傍診療科目fll'¥!iの問には一定の関係があ

ることが示唆された 具体的には1JJ庖設あたりの 1tl平均外来患右教や指定医療徴関の指定内容、所有

している診療機~:i'の種類などで原傍診療科目新砲に上る一般診綴所の特徴が見いだせた、 このことから、

診療所の類引化はその診療機能との対~:からも概ね是認される頬型化であったことが示される

本論ではさらに二の煩慰!とと一般診療所での患者紹介の関連牲についてふ分折した

，I!;¥者紹介の馴Iについて見てみると、その割台を「入院治療が必要J、 f(也科の受診が適切J、 「倹

査伺自旬、 「手術が必要J、 「患者が希望したJ、 fその他jの6つの力子ゴリィで税交したが、 「入

院治療が必要j、 ff也科の受診が適切J、 「検査目的J等の理由が3割程度ずつあり、紹介元の診療機

能に欠ける機能を{也の医僚機関に期待していることが分かる結果となっている 方、 「手持Iが必要」

と言うJ!lrllは l割強であり、診療所においては、手術の適否についての判断は慎重てsあることが何われ

る結果となっていた また、 fj皆者ーが希望したJというE翌由は少なく、 一般診療pmトら他の医療線開へ
の紹介はもっぱら診療所の医師の治療上の見地からの平IJt析となっていることが分かる このような意味

から、一般診療所は十分に患者の治療に当たっての娠り分け機能を紹介の場面で来たしていることが推

察される。一般の診療所の医師が患者を紹介寸る際のf!J!由については欧米でも多くの研究がなされてい

るが、位指紹介壊111としては本研究で見てきたように医師の治療上の見地から紹介する例が多いことが

報告されており、 E世E、

t原索傍診療科煩型侮の也怠、者紹介辺出を見ると数鎖E型の違いによるヰ特寺祈1徴放が読みとれる 例えiば工、 I眼科標

傍J や「耳J$1I(!;l~侯科も事務J では「手術が必要」という珂11おが悉視tきれているのに対して、 f内科 ・小児

科傑傍Jや「内科系綴務jでは、 「入院治療が必要Jという理由が挙げられる傾向にある また、 「内

科 ・小児科・その他様+刻、 「内科・外科系襟傍」及び「外科 ・発形外科系J等では「検査目的j と

いった迎凶が王里山として高い害1)合を示す傾向にあった i 専門特化した診僚科目では、診寄託所では実施し

得ない手術機能を紹介先に求め、内科、小児科などでは、入院加療の機能を紹介先の病院に求める傾向

がある。これに対して、外科系の診療科目であったり、復合的な標傍を行ゥている一般診療所では病院

の織能について入院織能も重要であるが検査機能への期待も大きいことが推察される このことは、類

型化された診療所がそれぞれの患者特性及ひ診療機能から紹介先の医療機関へ期待する診療機能に違い

があることを示唆するものと考えられる。

つぎに、紹介した傷病の内容と紹介先について検詐け司ると、 「感性新生物Jでは総合病院やその他の

病院に紹介される事例が多い@その他の病院にはがん専門病院が含まれることから紹介事例が多いと考

えられる。 r神経及び主主党総の疾也Jでは、{也の傷病訴に比べ大学病院や一般診療所が多い。これは、

内科系の診療所に受診した患者が rHI¥!科J、 「耳鼻咽喉科」等の診療所に紹介される事例があるものと

考えられる。このような傾向は例数は少ないものの「皮膚及び皮下組織の疾息」でも認められ、一般診

療所においても特定の総官・の専門診療所への紹介があることの事例と言える。言必在換えれば、 「診診

紹介Jと呼ばれる一般診療所相互の患者紹介の多くはこうした紹介形態であるとも考えられる。このこ

とは、一般診療所であっても専門性が明らかな診療所であれば、患者紹介先の医療機関として考えられ

ていること金示唆する。

標傍診療科目煩~l と紹介先診療科の関係を見ると、 fll自科僚傍J、 fJ+9}.Ii1!1喉科t京協iJ及び f皮膚科
棋院等の専門分化が明らかな単科様傍のIDJ合IJ.、それぞれ同じ診療科へflVr.-を総介していることが分

かる。このことは、一般診療所を受診する忠清がその傷病と受診科の関連性を比較的明般に捉えており、

初診時で既に受診科の選択を・適切に行っていることが推策される。そして、診療所での患者総介は、よ

り高次機能の医療サービスを求めて、専門性の高い医療織|姐へ!1¥者を紹介する機能があることを示唆す
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るものと考えられる。これに対して、 f小児科標傍J、 『内科系tE傍jでは、来日介えの診療科目と紹介

先の診療科同の一致ギが低く、診療所で必:ll!1':1;むじてさらに適切な医療機関を紹介しているニとが読み

とれる。また、 『内科・小児科 ・その他燦傍Jの傑な被欽の診療科目を標傍ナろa診療Ifrでは、この一致

指が高くなっているが、これは、紹介元の診彼科目が後数イTり、そのどれかしらに紹介先診療科が合致

することが多くなるためのもので、 6科口以上保傍ナる「複放科t票傍jの診療所で1J:9，~11 となっているら

以ヒのことかふ傷病の特徴が明らかで、専門性が明示的な rH~科J 、 「耳鼻附喉科」、 「皮J醤科J

等でl士、より高度如実療全紹介先医療機関に期待する患者紹介を行い、 it討丙の特徴がJド明示的で、多様

なf心者の診言葉をしている「小児科j、 f 内科J等を糠傍する;診1ff:.所では、患者総介に際L適切な診療科
への仮り分け機能力:働いていることが示l愛される l

次に、各保傍診療科目額型とその紹介した傷病群の関連性i立、結果に示したようにそれぞれの燦傍診

線科目類型旬に特徴があるd とりわけ、 「眼科j、 f耳鼻咽喉科J及び rt主f前科系Jでは、本来当該診

療科で治療される傷病が紹介された傷病に多く含まれていた。 r耳鼻科」及び「皮l語科系Jに多かった

「新生物Jについても多くl立、耳ぬ明喉及ひ・皮膚の新生物であったe これに対して、 「内科 ・小児科j、

「内科 ・小児科 ・その他J及び「内科系」では傷病鮮が「循環線系の疾患j、 f呼吸球系の談。慾」及び

「消化総系の疾患Jが多くを占め、その他特徴的な疾患としては『新生物Jが挙げられた このことは

これらの傑傍診療科目類型で診療されている傷病砕を反映していると同時にこの3類型間では傑傍診療

科目名での獄型化では王室があるものの実際の診療に当たってみている患者鮮は近似しているものと考え

られる このことは「内科Jあるいはこの診療科目の下位慨念でゐるところの「消化然科』、 I呼吸器

科j、 「循環器科j と傑傍することで受診する患者は結局11:上位慨念としての探傍科目「内科Jに引っ

長られ、多織な疾悠の!Jj，者が受診することとなっているものと考えられる。その結果、夜傍診療科目名

の組合せて'は額型化されるものの、診療している管、者の傷病鮮は近似したものとなったと考えられる 3

これに対して、 f産婦人科系J及び「外科 ・整形外科系Jでは、それぞれの診療科目の特徴を反映する

lt~病鮮が挙げられており、般傍診療科目額裂が独自の類砲として析出されていると読みとれるe

本研究の給泉は回収率が47.'1%であったことを考えるとこのまま一般化することは慎重でなければな

らない。 しかし、患者紹介という診線機能は全国的に見ても、政令指定都市で見ても診疲所における実

施率はそれぞれ91.9%、91.6% (平成2年医療l産設調査)であり、将通的な診療ぬ能のーっと考一えられ

る こうした患者紹介機能が一般診療所を取り囲む医療~lJlの違いによってどのように変化するものか

は明らかではないが、制査対象となっ土地峻の医療E韓境l立差是6に示したように、紹介先となる医療後関

は必ずしも多くはないが、比較的良く患者紹介が行カれている』ω1)j¥1であることを考慮すると、 一般診療
所の係初診療科目の類型により患者総介に係わる行!JiiJに溶いがあることの一端は示されたものと考えら

れる。

制約のある条件下て'の拘笠研究ではあったが、一般診療所の鎖21化と笹、者紹介のr:nには少なからず関
~性があることが認められた。 本研究では一般診療所の類型を祭傍科目のパターンを基礎に分頬したが、

今回得られたパターンの他にも ~J1Jil)パターンが存夜するわけであるから、それらのパゲーンをどの煩製

に分額して行くかということも考慮し、本研究て・示された強型化の妥当性を険診fする必要もあるc 一般

診療所の矧型化は、今後のfω或医療活動の分析を進める上で一つの方法としての.~1~ともあることから吏

なる険討が必要と考える。

一般診絞所における患者紹介は今後ますますill~性を附すものと考えるが、 円滑な怠在紹介は忠右に

とっても12l'紋織問にとっても手lj{在となるものと考える。 しカ、し、 jわJが図でlは立f怨智司お苦紹介lにζついてdの'):尖E態4企t 
抱ω附する石仰仰}f究はまだ少なく仁、 f必1¥，"右5庁紛介に係わる袈因につ引し、吋ての仰研f予究E分4引折桁H庁rも少ないe 本研究明よ-Il!i診療

12 
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所の様傍診療科目というー特性から患者紹介の実態安分析したが、患者紹介を規定する要因としては一

般診療所のま地条例やそれぞれの医師の意思、決定プtlセス等がありこれらの点にも往Idしたアプローチ

も今後検討されることが均l符される 実際、地域1111で倍、イ苦紹介の実態に少なカ心ず差があることも統計

資料からは認められるので、患者紹介が医学的J!P:r.tlのみから説明されない多くの要因があることが予想

されるので系統的批分析検討埼玉必妥であろうc

6.まとめ

地域の医J炭活動において基鍛的な役割を担っている一般診療所の診療機能についてその様傍科目の標

傍のイ土庁からまil型化企試み、 fさらにはその鎖砲に従って一般診1i:(fiJrにおけるE巳者紹介の実態について分

析を部;みた。本研究は都市部の一員E診療所を対象として調査検討を行ったが、患者紹介に関わる医療m
境などに特殊性はあるが、 一般診旅所のまn1~化と患者総介機能に代表される診般機能の間の関連性につ

いての-~織が以下のように明らかとなった。

①一般診療所の診療機能は般傍診療科目の標傍の仕方により類型化することができ、大別して眼科、

耳鼻咽喉科など専門分化の明確な単科様傍と、 小児科及び内科を基本とする家庭医権能を中主主;こする係

務、内科を基盤とし十件1イ凶器科などの下位概念に当たる診療科を標携する例及び外科 ・整形外科を絞とす

る綜傍;こ大町tJされる。より制11分化してみると 12の様傍診療科目類製に整王聾された。

②それぞれの襟傍診療科目類犯には、外来患者数、保有している診療機緑、指定医療織聞としての指

定など、それそ三れの診療機詑と係わる特徴が示されたs

③ それぞれの標携診療科目額型毎に、患者紹介機能を見ると、眼科、耳鼻Jt悶喉科などの時訴ヰ際傍の診

療所では、手術などの高次医療機能を紹介先の医痕機関に求める傾向がある。これに対して、内科、小

児科などを傑傍する診療所では、入院加療が可能な施設設備を紹介先医療機関に求める傾向がある。

@ lji科を傑傍する場合l士、紹介先の診療科が同ーの科であり、紹介先の診療機能に高次隊能を期待す

ることと通じる 内科、小児科などでは、適切な診療科への仮り分け織能があることが明らカ‘となった。

⑤診診紹介l士、多くは内科、小児科及びその他の診療科から専門性の明らかなIIR科、耳鼻咽喉科など

への紹介の場合が多い傾向にあったe
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表4 回答の代表性について

西部医療圏 回答診療所 備 考

一般診療所 557 264 

有床診療所 83 44 

有意差なし

無床診療所 474 220 (x '=1. 233、p=O267) 

個人 454 223 

開設者 有意差なし

非個人 103 41 (x '=2. 921. p=O. 087) 
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表 5 模様診療科目の状況(重複回答〉

対象施設 回答施設

標楊診療科目名

施設数 情成比 施設数 構成比

総数 557 100.00 248 100 00 

内科 329 59. 07 140 56.45 

呼吸器科 22 3.95 11 4.44 

消化器科(閏腸科) 101 18. 13 49 19.76 

循環器科 45 8.08 20 8 06 

小児科 193 34.65 97 39. 11 

精神科 22 3.95 2.42 

神経科 16 2 87 2.82 

神経内科 1 08 4 1 61 

外科 114 20.47 46 18 55 

髪形外科 62 11. 13 24 9 68 

形成外科 6 1. 08 3 1. 21 

美容外科 0.18 。 0.00 

脳神経外科 1. 44 5 2.02 

小児外科 1 O. 18 3 1. 21 

産婦人科 36 6. 46 21 8. 47 

産科 O. 18 4 1.61 

婦人科 11 1. 97 8 3.23 

眼科 66 11 85 20 8.06 

耳鼻咽喉科 41 7.36 22 8. 87 

気管食道科 9 1 62 3 1. 21 

皮膚科 100 17. 95 46 18.55 

泌尿器科 25 4.49 14 5 65 

こう門科 17 3.05 7 2.82 

理学診療科 41 7. 36 18 7. 26 

放射線科 33 5. 92 14 5. 65 

麻酔科 5 0.90 1. 61 

歯科 1. 26 O. 40 

未記入 。 0.00 0.40 

施設数が上位181J1!i設以上の診療科目について回答施設の出現頻度が

一様であるか検定した。 X'=11.813 p=0.752 
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表日 地域内の医療資源(病院の状況)

全国 Y 市 西部医療砲

病院総数 10，096 149 47 

再掲)一般病院 9，006 133 39 

再掲)総合病院 1， 130 26 

再掲)大学療院 163 6 

有意差なし
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標傍診療科目パ宮ーン一覧(その 1) 表 9

標傍診療科呂の組合せ

P01 

P02 

P03 

P04 

P05 

P06 

P07 

P08 

P09 

P10 

P 11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18 

P19 

P20 

P21 

P22 

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

P28 

P29 

P30 

P31 

P32 

P33 

P34 

P35 

P36 

P37 

P38 

P39 

P40 

P41 

P42 

P43 

P44 

P45 

P46 

P47 

P4B 

P49 

肉料、呼吸器科、消化器科、循環器科‘小児科

内科.呼吸器科‘消化器科、循環器科、神経内科

内科‘呼吸器科.消化器科、循環器科、婦人科

肉料、呼吸器利、消化器科、循環器科、皮膚科

内相、呼吸器科、消化器科.循環器科.放射線科

内科、呼吸器科、消化器科.循環器科

内科、呼吸器科.小児科

内科、呼吸器科

内科、消化器科、循環器科、小児科.皮膚科.理学診療科

内科.消化器科.循環器科、小児科‘理学診療科

内科‘消化器科、循環器科、小児科

内科.消化器科、循環器科、神経内科、外科.整形外科.脳神経外科、理学診療科

内科、消化器科、循環器科、泌尿器科

内科.消化器科.循環縫科、理学診療科

内科.消化器科.循環器科、放射線科

内科、消化器科、循環器科

肉科.消化器科、小児科、外科

内科.消化器科、小児科.皮膚科、放射線科

肉料、消化器科.小児科

肉科、消化器科.神経科

内科、消化器科、外科‘整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科.こう門科

内科、消化器科、外科.整形外科、脳神経外科

内科‘消化器科、外科.整形外科‘小児外科、皮膚科、泌尿器科、こう門科.麻醗科

内科、消化器科‘外科、整形外科、小児外科、皮l首料
内科、消化器科、外科‘整形外科、皮膚科.放射線科

肉料、消化器科.外科、こう門科

内科、消化器科、外科、歯科

内科.消化器科‘外科

内科、消化器科、放射線制

肉科、消化器科

内科、循環器科‘放射線科

肉和、循環器科

内科.小児科、精神科、神経科、皮膚科

内科、小児科‘精神科

内科.小児科、外料‘耳鼻咽喉科
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内科、小児科、産婦人科
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内科、神経科‘神経内科

内科.神経科、脳神経外科
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標傍診療科目パヲ ン一覧(その 2) 表 9

標傍診療科目の組合せ

P50 

P51 

P52 

P53 

P54 

P55 

P56 

P57 

P58 

P59 

P60 

P61 

P62 

P63 

P64 

P65 

P66 

P67 

P68 

P69 

P70 

P71 

P72 

P73 

P74 

P75 

P76 

P77 

P78 

P79 

P80 

P81 

P82 

P83 

P84 

P85 

P86 

P87 

P88 

P89 

P90 

P91 

P92 

P93 

P94 

P95 

P96 

P97 

内科、外科.整形外科

内科‘外科.婦人科、皮膚科、泌尿器科

内科、外科‘皮膚科.放射線科

内科、外科.皮膚科

肉科、外科、泌尿器科

肉料.外科

内科‘小児外科

内科‘産婦人科、産科、婦人科

内科、産婦人科、皮膚科.泌尿器科

内科、産婦人科、皮膚科

肉科、産婦人科

内科、産科、婦人科

内科、婦人科

肉科、皮腐科.泌尿器科

内科

消化器科、循環器科

消化器科、外科.整形外科.皮膚科‘こう門科、放射線科

消化器科、外科.皮膚科、泌尿器科

消化器科.外科‘皮膚科、二う門科.理学診療科

消化器科、外科、皮膚科

消化器科‘外科、こう門科、麻酔科

消化器科.外科

小児科、精神科、神経科.耳鼻咽喉科‘理学診療科

小児科.神経科

小児科

精神科、神経科、神経内科

精神科

外科、整形外科、脳神経外科、理学診療科、放射線科

外科、整形外科、皮膚科.泌尿器科、理学診療科

外科.重量形外科.皮膚科、泌尿器科

外科、整形外科、皮膚科

外科、型車形外科.理学診療科

外科.産婦人科

外科、婦人科、耳鼻咽喉料

外科、皮膚科

整形外科‘皮膚科、理学診療科

整形外科、理学診療科

形成外科、皮膚科

形成外科

産婦人科

産科.婦人科

眼科.耳鼻咽喉科

目E科
耳鼻咽喉科、気管食道科

耳鼻咽喉科
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表11 標携診療科目類型の分類基準

標傍科目類型 模様科目類型の基準

1復数科目標傍 6科目以よの診療科目を標携する標携診療科目類型

2 眼科標携 眼科の単科を標傍する標携診療科目類型

3 耳鼻咽喉科標傍 耳鼻咽喉科を含む2科目を標携し単科標携に類似すると考えられる標携診療科呂鎮

~ 
耳鼻咽喉科を含む2科目標携の具体的事例1立、 「耳鼻咽喉科J、 『耳鼻咽喉将、気

管食道科J 及び『耳鼻咽喉科、眼科Jである。

4 皮膚科系標権 皮膚科あるいは形成外科を標傍する2科目以下標傍の標傍診療科目類型

5 小児科標模 小児科系の標傍科目 2科目以下を標携する標傍診療科目額型

小児科を含む2科目標傍の具体的事伊|は『小児科」、 「小児科、神経科」及び『小
児外科、 肉料Jである。

6 内科・小児科標傍 「内科」及び「小児科Jの2科目を標携する標傍診療科目類型
最も事例の多い標傍診療科目類型

7 内科・小児科・ 内科及ぴ小児科を標傍しているが、その他の診療科目も標携している 5科目以下標

その他模惨 傍の標傍診療科目類型

8 内科系標傍 肉科系の標傍科目を標拐する類型で、 「内科J‘ 「呼吸器科J、 「消化器科」及び

『循環器科Jのいずれか2科目を標傍し、他の標桟科目 3科目以下を標携している

標傍診疲科目類型

9 内科・外科標傍 肉科及ぴ外科を標傍し、併せてその他の科目を標携している 5科目以下標傍の標権
診療科目類型

1日産婦人科標検 産科、婦人科、産婦人科のいずれかを標傍している 5科目以下標傍の標傍診療科目

類型

ただし、上記の条件に属する類型1ま除く

11外科・整形外科標傍 外科あるいは整形外科を標携し、併せてその他の科目を標傍している 5科目以下標

務の標傍診療科目類型

ただし、よ記の条件に属する類型は除く

12 その他標傍

13 未記入
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表 12 標携診療科目類型と標傍お療科目パ?Iーン一覧〔その 1) 

施設数 標携診療科目の組合せ

(1 )複数科目標傍

P09 1 内科、消化器科、循環器科、小児科.皮膚科‘理学診療科

P 12 1 内科 .消化器科.循環器科、神経内科、外科、整形外科.脳神経外科、 理学診療科

P21 1 肉科.消化器科、外科、整形外科.脳神経外科.皮膚科、泌尿器科‘こ う門科

P23 1 肉料、消化器科.外科、整形外科、小児外科、皮I商科、泌尿器科、こう門科、麻酔科

P24 1 内科、消化器科、外科.整形外科、小児外科、皮膚科

P25 1 内科、消化器科、外科、整形外科、皮膚科、放射線科

P66 1 消化器科.外科 、整形外科.皮膚科、こう門科、放射線科

(2 )眼科標楊

P92 19 眼科

(3 )耳鼻咽喉科標傍
P91 1 眼科.耳鼻咽喉科

P93 3 耳鼻咽喉科、気管食道科

P94 13 耳鼻咽喉科

(4 )皮膚科系標傍

P87 2 形成外科、皮膚科

P88 1 形成外科

P96 7 皮膚科

(5) 小児科標傍

P56 1 内科、小児外科

P73 1 小児科、神経科

P74 14 小児科

(6 )肉科・小児科標傍

P46 41 内科、小児科

(7 ) 内科・小児科 ・その他標傍

P01 1 内科、呼吸器科.消化器科、循環器科、小児科

P07 2 内科.呼吸器科、小児科

Pl0 1 内科、消化器科、循環器科、小児科‘理学診療科

Pl1 1 肉科.消化器科、循環器科、小児科

P18 1 内科、消化器科、小児科.皮膚科.放射線科

P19 4 内科、消化器科、小児科

P33 1 内科、小児科、精神科、神経科、皮膚科

P34 1 内科、小児科 ‘精神科

P38 5 肉料、小児科、産婦人科

P39 1 肉料、小児科、産科、婦人科

P40 2 肉科、小児科.耳鼻咽喉科

P41 1 肉料、小児科.皮膚科.泌尿器科

P42 6 内科、小児科、皮膚科

P43 1 内科、小児科、泌尿器科

P44 5 内科.小児科、放射線科
P45 1 内科.小児科、麻酔科

(8)内科系標傍

P02 1 内科、呼吸器科‘消化器科、循環器科.神経肉科

P03 1 肉科、呼吸器科、消化器科、循環器科、婦人科

P04 1 内科、呼吸器科.消化器科.循環器科、皮膚科

P05 1 内科.呼吸器科、消化器科、循環器科.放射線科

P06 3 内科.呼吸器科.消化器科、循環器科

P08 1 内科、呼吸器科

P 13 1 内科‘消化器科、循環器科、泌尿器科

P 14 1 肉料、消化器科、循環器科、理学診療科

P 15 1 内科.消化器科、循環器科、放射線科

P16 1 肉料、消化器科.循環器科

P20 1 内科、消化器科.神経科

P29 1 内科、消化器科、放射線科

P30 3 内科、消化器科

?7 
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表 12 標傍診療科目類型と模様診療科目パ';1ーン一覧(その 2) 

施設数 標傍診療科目の組合せ

P31 1 内科.循環器科、放射線科

P32 2 内科‘循環器科

P64 7 内科

P65 1 消化器科、循環器科

(9 ) 内科・外科標傍

P17 1 内科、消化器科‘小児科、外科

P22 1 内科、消化器科、外科‘笠形外科.脳神経外科

P26 1 内科、消化器科、外科、こう門科

P27 1 内科、消化器科、外科.歯科

P28 3 内科.消化器科、外科

P35 1 内科.小児科、外科、耳鼻咽喉科

P36 1 内科、小児科、外科.度膚科、麻酔科

P37 2 内科.小児科.外科.皮膚科

P49 1 内科、外科、整形外科、こう門科

P50 1 内科、外科、整形外科

P51 1 内科.外科、婦人科.皮膚科、泌尿器科

P52 1 肉科.外科、皮膚科.放射線科

P53 1 内科、外科、皮膚科

P54 2 内科、外科.泌尿器科

P55 3 内科、外科

(10) 産婦人科標傍

P57 1 肉科、産婦人科.産科、婦人科

P58 1 内科、産婦人科‘皮膚科、泌尿器科

P59 1 内科.産婦人科.皮膚科

P60 2 内科、産婦人科

P61 1 内科、産科、婦人科

P62 1 内科、婦人科

P89 10 産婦人科

P90 1 産科.婦人科

(11) 外科・整形外科系標傍

P67 1 消化器科、外科.皮膚科、泌原器科

P68 1 消化器科、外科、皮膚科.こう門科‘理学診療科

P69 2 消化器科.外科、皮膚科

P70 1 消化器科、外科、こう門科、麻酔科

P71 5 消化器料、外科

P77 1 外科、整形外科、脳神経外科、理学診療科.放射線科

P78 1 外利、整形外科、皮膚科、泌尿器科‘理学診療科

P79 1 外科、整形外科、皮膚科.泌尿器科

P80 2 外科、整形外科、皮膚科

P81 1 外科、整形外科、理学診療科

P82 1 外科、産婦人科

P83 1 外科.婦人科、耳鼻咽喉科

P84 1 外科、皮膚科

P85 2 整形外科.皮膚科、理学診療科

P86 7 整形外科.理学診療科

( 12) その他標傍

P47 1 内科、神経科.神経内科

P48 1 肉料、神経科、脳神経外科

P63 1 内科、皮膚科、泌尿器科

P72 1 小児科、精神科、神経科、耳鼻咽曝科.理学診療科

P75 1 精神科.神経科.神経内科

P76 2 精神科

P95 1 皮膚科.泌尿器科

( 13)未記入

P97 1 
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)
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児
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8
)
 
3
 (
 11
 
1)
 

先
天
異
常

8
 (
 
0
 9
)
 
4
 (
 5
0
 
0
)
 
1
 (
 1
2
.
5
)
 
1
 (
 1
2 
5
)
 
1
 (
 1
2 
5)
 
1
 (
 1
2 
5
)
 

周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

5
 (
 
0
.
5
)
 
1
 (
 2
0
.
0
)
 
2
 (
 4
0
.
0
)
 
。
(
0
 0
) 
2
 (
 4
0
.
0
)
 
。
(
0
 0
)
 

症
状
、
兆
候
及
び
診
断
名
不
明

4
0
 (
 
4
.
4
)
 
12
 (
 3
0
.
0
)
 
19
 (
 4
7
.
 5
)
 
3
 (
 
7
 5
)
 
3
 (
 
7
 5
)
 
3
 (
 
7
.
5)
 

損
傷
及
び
中
毒
等

41
 (
 
4
.
5
)
 
3
0
 (
 7
3
.
 2
)
 
9
 (
 2
2
.
0
)
 
。
(
口
.
0
)
1
 (
 
2
.
4
)
 
1
 (
 
2
.
 4
)
 

症
病
名
未
混
入

2
4
 (
 
2
.
6
)
 
9
 (
 3
7
.
 5
)
 
5
 (
 2
0
.
8
)
 
3
 (
 1
2
.
5
)
 
6
 (
 2
5
.
0
)
 
1
 (
 
4
.
2
)
 

注
)
紹
介
決
定
時
期
総
数
欄
の
(
)
1均
は
紹
介
患
者
総
数
を
1
0
0
と
し
た
構
成
比

紹
介
決
定
時
期
総
数
以
外
の
棚
の
(
)
肉
は
各
々
の
傷
病
鮮
の
紹
介
患
者
数
を
1∞
と
し
た
構
成
比





表
2
2
紹
介
事
例
の
紹
介
先
医
療
機
関
の
縫
績
と
標
傍
診
療
科
目
類
型
の
関
係

紹
介
先
医
療
機
関
の
種
類

標
傍
診
療
科
目
類
型

総
数
大
学
病
院
総
合
病
院
そ
の
他
病
院
診
療
所
未
記
入

総
数

9
1
0
(
1
0
0
.
0
)
 
2
0
4
(
 2
2
.
4
)
 
4
3
6
(
 4
7
.
9
)
 
1
9
2
(
 
21
，
1
)
 
6
4
 (
 
7
.
0
)
 
14
 (
 
1. 
5
)
 

(
1
 )
複
数
科
目
標
桟

3
0
(
1
0
0
.
0
)
 
6
 (
 2
0
.
0
)
 
16
 (
 5
3
.
3
)
 
8
 (
 2
6
.
 7
)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 

(
2
 )
眼
科
標
傍

5
4
(
1
0
0
.
0
)
 
2
4
(
 4
4
.
4
)
 
18
 (
 3
3
.
3
)
 
2
 (
 
3
.
 7
)
 
自
(
14
 
8
)
 
2
 (
 
3
.
 7
)
 

(
3
 )
耳
鼻
咽
喉
科
標
傍

7
3
(
1
0
0
.
0
)
 
1
9
 (
 2
6
 
0
)
 
3
9
(
 5
3
.
4
)
 
12
 (
 1
6
.
4
)
 
3
 (
 
4
.
 1) 
。
(
0
‘
0)
 

(
4
)
皮
膚
科
系
様
傍

3
6
 (
1
 0
0
.
0)
 
13
 (
 3
6
.
 1)
 
15
 (
 41

目
7
)
3
 (
 
8
.
3
)
 
5
 (
 1
3 
9
)
 
。
(
0
 0
)
 

(
5
 )
小
児
科
爆
傍

5
9
 (
1
 0
0
.
0
)
 
9
 (
 1
5
.
3
)
 
2
6
 (
 4
4
.
 1
)
 
1
2
 (
 2
0
.
3
)
 
12
 (
 20
. 
3)
 
。
(
0
 0
)
 

(
6
 )
肉
科
・
小
児
科
標
傍

1
5
6
 (
1
 0
0
.
0
)
 
2
7
(
1
7
.
3
)
 
6
9
(
 4
4
.
2
)
 
4
2
 (
 2
6
 
9
)
 
10
 (
 
6
.
4
)
 
8
 (
 
5
 1
)
 

(
7
)
肉
科
・
小
児
科
・
そ
の
他
綴
傍

1
3
7
(
1
0
0
0
)
 
3
3
 (
 24
. 
1
)
 
5
8
(
 
4
2
.
3
)
 
3
8
(
 2
7
.
7
)
 
6
 (
 
4
 4
)
 
2
 (
 
1
.
 5
)
 

(
8
 )
肉
科
系
標
傍

1
1
9
 (
1
 0
0
.
0
)
 
2
9
(
 2
4
.
4
)
 
5
8
 (
 4
8
.
 7)
 
2
6
 (
 21
.
 8
)
 
6
 (
 
5
.
0
)
 
o
 (
 0
.
0)
 

(
9
 )
内
科
・
外
科
楳
傍

6
2
(
1
0
0
.
0
)
 
7
 (
 11
.
3
)
 
3
5
 (
 5
6
.
 5
)
 
17
(
 2
7
.
4
)
 
2
 (
 
3
 2
)
 
1
 (
 
1
.
6
)
 

(
1
0
)
産
婦
人
科
標
傍

5
8
 (
1
 0
0
.
0
)
 
7
 (
 1
2
.
 1
)
 
3
4
 (
 5
日
6
)
14
 (
 2
4
.
 1
)
 
2
 (
 
3
.
4
)
 
1
 (
 
1
.
7
)
 

(
11
)
外
科
・
整
形
外
科
系
楳
傍

10
1 
(
1
0
0
.
0
)
 
2
6
(
 2
5
.
7
)
 
5
9
 (
 5
白
4
)
1
3
 (
 1
2 
9
)
 
3
 (
 
3
.
0
)
 
日
(
0
.
0)
 

(1
2
)
そ
の
他
様
傍

2
5
(
1
0
0
.
0
)
 
4
 (
 1
6
.
0
)
 
9
 (
 3
6
.
0
)
 
5
 (
 2
0
 
0
)
 
7
(
 
2
8
.
0
)
 
。
(
0
.
0)
 

(
13
)
未
記
入

0
(
1
0
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
 0
) 
。
(
0
.
0
)
 

(
 
)
肉
は
f構
成
比



表
2
3
紹
介
事
例
の
紹
介
決
定
時
期
と
標
携
診
療
科
目
類
型
の
関
係

紹
介
決
定
時
期

様
梅
診
療
科
目
類
型

1
ヶ
月
程
度

総
数
初
診
時
再
診
時
経
過
観
察
後
そ
の
他
未
記
入

総
数

9
1
0
(1
0
0
.
0
)
 
2
8
8
(
 31
.
6
)
 
3
0
4
(
 3
3
.
4
)
 
8
5
(
 
9
.
3
)
 
12
1 
(
 1
3
.
3
)
 
1
1
2
(
 1
2
.
3
)
 

(
1
 )
複
数
科
目
標
穆

3
0
(
1
0
0
.
0
)
 
8
 (
 2
6
.
7
)
 
7
 (
 2
3
.
3)
 
2
 (
 
6
.
 7
)
 
2
 (
 
6. 
7)
 
11
 
(
 3
6
.
7
)
 

(
2
 )
眼
科
標
傍

5
4
 (
1
0
0
.
0
)
 
2
3
 (
 4
2
.
6
)
 
11
 
(
 2
0
.
4
)
 
6
 (
 11
 
1)
 
14
 (
 2
5
.
9
)
 
。
(
0
.
0
)
 

(
3
 )
耳
鼻
咽
喉
科
標
傍

7
3
 (
1
0
0
.0
) 
21
 
(
 2
B
.
 B
)
 
21
 
(
 2
B
.
 B
)
 
1
3
 (
 1
7
.
8
)
 
6
 (
 
8
.
2
)
 
12
 (
 1
6
.
4
)
 

(
4
 )
皮
膚
科
系
模
様

3
6
 (
1
0
0
 
0
)
 
1
7
(
 
4
7
.
2
)
 
14
 (
 3
8
.
 9
)
 
3
 (
 
B
‘
3
)
 
2
 (
 
5
.
6
)
 
O
(
 
0
.
0
)
 

(
5
)
小
児
科
標
傍

5
9
(1
0
0
0
)
 
2
4
 (
 4
0
.
 7
)
 
2
5
 (
 4
2
.
 4
)
 
日
(
口
0)
4
 (
 
6
.
8
)
 
6
(
 1
0 
2
)
 

(
6
 )
内
科
・
小
児
科
標
傍

1
5
6
(
1
0
0
.
0
)
 
4
8
 (
 3
0
 
8
)
 
4
7
(
 
3
0
.
 1
)
 
19
 (
 12
.
 2
)
 
21
 (
 1
3
.
5
)
 
21
 
(
 1
3
.
 5)
 

(
7
 )
肉
科
・
小
児
科
・
そ
の
他
標
傍

1
3
7
(
1
0
0
.
0
)
 
31
 
(
 2
2
.
 6
)
 
5
B
 (
 4
2
 
3
)
 
9
 (
 
6
.
6
)
 
19
 (
 1
3 
9
)
 
2
0
 (
 1
4
.
6
)
 

(
8
)
肉
科
系
棟
続

11
9 
(
1
0
0
.
 0
)
 
31
 
(
 2
6
 
1)
 
4
5
 (
 3
7
.
8
)
 
1
0
 (
 
8
.
4
)
 
16
 (
 1
3 
4
)
 
17
 (
 1
4 
3
)
 

(
9
 )
内
科
・
外
科
標
傍

6
2
 (
1
0
0
.
 0
)
 
2
5
(
 4
0
.
3
)
 
16
 (
 2
5
.
8
)
 
8
 (
 1
2
.
9
)
 
4
 (
 
6
.
5
)
 
9
 (
 14
 
5
)
 

(
10
)
産
婦
人
科
様
傍

5
8
 (
1
0
0
.
 0
)
 
1
8
 (
 3
1. 
0
)
 
14
 (
 2
4
.
 1)
 
6
 (
 1
0
.
3
)
 
13
 (
 2
2
.
4
)
 
7
(
 
12
.
1)
 

(
11
)
外
科
・
整
形
外
科
系
機
傍

10
1 
(
1
0
0
.
0
)
 
4
2
 (
 41
.
6)
 
3
8
 (
 3
7
.
6
)
 
9
 (
 
8
.
9
)
 
10
 (
 
9
.
9
)
 
2
 (
 
2
.
0)
 

(
12
)
そ
の
他
棟
携

2
5
(
10
0
.
0
)
 
日
(
0
.
0
)
 
8
 (
 3
2
.
0)
 
。
(
0
.
0
)
 
10
 (
 4
0
.
0
)
 
7
 (
 2
8
 
0)
 

(
13
)
末
記
入

。
(1
0
0
.
0
)
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 
。
(
0
.
0
)
 

(
 
)
肉
は
織
成
比



医療施設 問連携と診療機能に関する調査

(診療所用調査表)

「医療胞設問遮伐と診療機能に l刻する調査 l について

検浜市医師会

徴浜市衛生局

横浜市では市医師会及び市病院協会の協力を得て 『医療供給体制のシステム化俄進委員会

を平成 2年 8Jiに設資し、円滑な医佼胞設問lのi!I!抗体制の盤備と受燦忠者の脳波fff!のアンバ
ランスの是正のための体制総立に向 iJて、検討を重ねてい主寸〉

具体的には、問委員会の中に検討部会を設置し、他地域の実情を調査し、検浜市の地域特

性にあった γ ステムを 術担。し つつありますが、 I忠者紹介等の医療施設陥!の~併の実態や医師

の fí 々の施設問主li J持に ~I 寸る ご意見等については、なお、不明な点が多くあります

また、医佼施設問相互の，[¥者紹介を促進していく場合、特に 31'A医療機関から 2放医療機

関さらに診療所へ恩者を返していくときに、それぞれの縮設の診療機能に係る情報が不明t1.
点が多く、忠者の流れが停滞する傾向にあり主十

このため、医療肱設での患者紹介の実情を把侵するとともに、それぞれの医療施設の診彼

機能情報を翻資し、患者の円滑な紹介を支援する体制を艶備するのに活用することを目的と

して、 4fJZ翻査を実施したいと考えていま寸。
ただし、本事業は現段踏では両部医療圏をそデル地区として ifう関係から、本調査の対象
地城も西部医療圏に限定しております。 また、本調査では医療施設問i車次の笑態を犯復する
ことと、医味施設の診療機能情報を収集寸るニとが目的となっていますので、医療結設の管

患者を対象とする制査と診療に従事する医師を対象とする澗査に大別しておりよ寸 . しかし、

一般診療所にあっては、診機所管理者と診慌に従事寸・る医師が同一の場合がありま十ので、

の病院管理者を対象者とする翻 ff(病院調査に②一般診彼所管理者を対象者とする調査(診

療所制査)及び@病院、一般診僚ri庁に勤務する医師を対象者とする調査(勤務医調査)の 3
種額の総資を併せて実施寸る二とに致しました。

年度末で何かとご多忙かとff-じま十が、上記主旨をお くみ取りの上、何卒ご協力 の程お綴

い申し」二11まーr.
なお、調査表の回収につきましては同封の返信用封筒等返送材料をご利用の上、主旦立A
3月22日(金臨円) j主にご送付下さるようお願い致しま十

側資表記入上のご注意

l この淵査表は、診療所の管理者(管理者に代ねる者も含む)の方に回答してr<<くも

のです

2 診械所の 機能に係わる質問に ついては正践にお答え下さい このお答えを元にして

今後開設が計画されている地域医線連扶セン安一(仮 fiF) で診療所を始めとして他

の陵療機関に忠者紹介の使Jij・を図る情報録供 a-i'fうことを計画しています. なお、

これらの情報は医療機関の邸者紹介を円滑にするという目的及び統計的な分折以外

には手IJ月1しませんので、宜しくご協力の程お願いいたしま -1-• 
3. 回答に当たっては、該当する脅号にO印をつけるか、所定の欄に記入して頂く上う
になっています。

4. J.た、病床数など数値を回科して夙くものについては、算用数字でご記入下さいG

5 ごI!:'J答の内容につきまして 11手成 3年 2月末日現住の状況でお願いいた LJ.寸 。



医療紘設問Ji車以と診療機能に l¥fl寸る調査

診城所名

問 l 賞診療所の名称、所夜地、電話訴号及び管理者名をお答え下さい

L診練所J11l

所住地

君主占lillf号 o 4 5 -

管理者名

r.N 2 賞診療所の開設時期はいつですか。

1.明治 2 大lE 3.昭和 <}.平成 if. 

問 3 貨診療所の開設省ーは以下のどれですか。 核当寸る番号iこ01引をつけて下さい包

月

1 国厚生省

2 国文部省

3 国 労働福祉事業団

4 図その他

5. 県
6 市

7 日本赤十字社

自 社会福祉法人恩賜財団済生会

9 財団法人船員保険会

10. 健康保険組合及びその述合会

11. 共済組合及びその連合会

12 国民健康保険組合

13 公続法人

14 医療法人

15 学校法人

16. 会社

1 i その他の法人

18 個人

f間 4 院f診掠所のr宮傍する診療科目 Ii:以下のどれですか。 該当寸る寄号ーすべてにO印をつけ
て下さいe

l 内科

2 呼吸器科

3. ii~ 化総科(向勝科 )

4 循環線科

5 小9c科
自精神科

神経科

神経内科

9 外科

10 盟主形外科

11. 形成外科

12. 美容外科

J 3. 11;，神経外科
14. 呼吸務外科

15. 主、脳血管外科

16 小児外科

17.産婦人科

18. 庭料

19. M人科

20. UR科

21. 耳#，I ll~D佐科

22. 気管食道科

23.皮熔科

24. 泌尿器科

25. 性絹 f-1-

26. ニう内科

27. 歯科

28 矯正歯科

29. 小児歯科

30 思!学診療科

31 放射線科

:l2. J1* 6~ 科

間 5 賞診療所でt:言緋科闘以外の特殊診療科問(院内傑傍科目 )があれは、ご回答 Fさい。

05-盆



司、Fー~

[診僚所月j，阪練施設H日jilij)'iと診械機能に関する秘査

問 6 貨診療所の休診 nはいつですか 該当十る需号・すべて iこにJ印をつけて下さい。 特定の
雌日にO印をつけた場合 1上、(<>)日間日かご記入下さいa

特定の暇日( ) 2. 祭日日日耐

I1fl 7 員診療所の外来診様時間を各附~ n 1#にご l回答下さい" 診桜科毎に~なろ場合 l上、診披

所としての診療時間をご回答のヒ、 H担日毎 lこ 「診療科毎異なる 』にO印をつけて下さい.

午後( ~ ) 

.診療科銭其なる

'.-後( ~ ) 

-診披科毎異なる

午後( ~ 

・診療科毎兵なる

午後 (一一一一一一一~ーーよ一一一一 )
・診療科毎異なる

午後(一一一一一一一~ 一一」一一一一
-診疲科1ii異なる
午後( ~ ・ ) 

診療科毎異なる

午後 ( ~ ) 

・診療科毎異なろ

日目7，1日 午前(一--一一一~一一一一一一一}
夜間J( ~ 

月日程口 午前(一一一一一一一~一一」一一一一)

夜間(一一←一一一一~一一-一一一

火曜日 午前(一一一一一一一~一一一一一一)

夜間(一一一ー一一一~一一-一一一 J
水峨日午前<--' ~ ) 

夜間 {一一一一一一一 ~ 一一一一一一一)

木附口 午前(一一二一一一ー~一一一一一一一)
夜間( ~ 

金協日 午前(ーー」一一一一~ ←一一一一一一)
夜間( ~ 

土眼目午前( ~ 

夜間( ー ~ ) 

該 当する爵号にO向1をつけてドさし~賞診療所では予約制をtilfflしていますか問自

3 採用していない

間 9 予約制lを採用している診療所についてお尋ねします. どの傑なかたちの診療干約制lを
取っていますか。 該当する番号にO印をつけて Fさい. 番号 2. 3 については重複してO
印をつけても 怖いません £た、 2 にO印をつけた場合干約制を採用している診療科をす
べてご記入 下 さいe

2 一部採用している1. 採用している

1. 診療目?として守約制を採用している

2 一部診療科で子約制をlimしている

3. 時間 を区切って守約制を li周している{午後のみ診療予約制をとっている等)
4. その他

(具体的にお占'f<Fさい

鈴診療所は救急特~の指定を受けていますか。 ;rf(当する番号に じ 同l をつけて下さい.

なし2. あり

内

Ul
 -
-一。

貨診療所のれ可病床数 ・降傾i病床教をご記入して Fさい.IilJll 

11 稼働病康教床立互1主産登



医療Mn設問 iili機と診t空機能にlおする調査 r診彼所用 」

同112 首診療所の患者数は I日平均何人ですか 入院 ，tt者、外来患者に分 iJてご回答下 b、

j FI当りの平均入院患古数 約 人

l口当りの平崎外来!.!!.，')'教 約一一一一一一一ム

間l:l 段診旅所では以下の社会保険診療のうちどのl肯定医療機関で寸か. 該 当十る需号ーすべ
てに 〉印をつけて 下さい

間 14

問 15
b、。

2 
3 

4， 

0， 

6 
今

8 

9 

10 

11 

なし

健康保険、 船員保険、 共務組合

国民健康保険

労災

結骸子防法による指定医療機関

宝活保護法による指定医療機関

Jjj'¥線医療法による指定医療機関

身体障害者悔祉法による指定更正医療機関

母チ保健 法による指定養育医療機関

児童縞祉法による指定機育医療機 I~l
児護福祉法により認可された助産施設

員診療所には 下記の街定医がいますか。 該当する番号ナベてにO印をつけ て 下さい。

なし

優生保護法街定医

精神保健法指定医

身体障害者協祉法指定医

t'.I:診療所に I:l:下記に示寸医探従事者がそれぞれ何人いま十か， 所定の欄 にご記入下さ

1 医 師 (常勤)

2 医 師 (非常 勤)

3 歯科医師 (常勤)

4 歯科医師(非常 勤)

5 薬剤l附
6，保 健 婦

7， JJ}J i17f jjf¥ 

8 者;昼婦 (上)

9， I住看護婦(士)

人

人

人

人

一一一一ム
人

一一一一ム
一一一ーム
一一一一ム

10，者議助手

1 1， j!J!学療法 1: (P T) 

12 作業療法士 (OT)

13 診療放射線技師

14 診療エックス線技師

lo 栄養士

16 医療ソーシヤルワーカー
17 事務職員

は その他{

一一一一ム
一一一一ム
一一一ーム
一一一一主
一一--'企
一一一___，A
一一一ーム
一一一ーム
)一一一ーム
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医療B盤投打lJi!!l械と診療機能に関する調 ff [診様所J1jJ

問 16 F記に示す診療機器のうち尚診捺所で保有する機器苦はどれですか 該当十る番号すべ

てに ご1引をつけて下さい、 また、その他特'll:すべき機器があれば、具体的にご記入 Fさい

1. 隣来ボンベ

2 心w:~I 
1 除釧勤務

<1.救急蘇生具セッ ト

5.気管支ファ イパースコープ

品ー羽7 ，イパ 五百ーフ

7 ト二指腸ファイパースコーフ

8，結締フ Tイパースコープ
9. ~jjij光ファイパースコープ

10. 1商像診断用趨音波断時装置(心臓)

11. i菌像診断用趨音政断層装置{日目部)
12.単純エッタス線隊員4装置
13. 全身悶 CTスキャン装置

その他の特筆寸べき診療機掠

間17 此診療所ではフ Tクシミリ装澄を設置していますか 該当する醤号にO日]をつけて下
さい

1， i>>り 2 なし

14 調書1¥周 CT見キャン

15. 生化学分析機総

16 血液ガス測定録

) 7. nt解質測定21
18 スパイロメーター

19 レスピレ -lJ

20 理学療法務

21 脳波計

22， sJi!底鏡

23 人工透析装置

24 分性銃規主主位

25 新生児鮮生~

26 未熟児保育~Ii

E@-za 

間 18 貴診療所で 11ハーソ十ルコンピュータを利用していますか. 通信機能の有無も与慮し

て該当する欝号 jこO印をつけて下さい

1. あり(通信機能あり)

2 あり(通信機能なし)

3 なし

問L9 貴診旅所では 下記に示す訪問活動 を~施して いますか. a真当する番号すべてにO印を
つけて下さ い

! なし

2 訪問看護

3 紡問リハビリ

l 実施している 2 一部;主総している

Jln20 貨診療所では医薬分業を~施していますか。 該当する昏号に つ 印をつけて 下さ L、。

3. 尖臆していない



医疲施設fmrl! J:障と診坂機織に閲する調査 診療所用 ]

問21 賞診療所では総介患者についての記録を繋悩していよすか 該当する器号にO向1をつ

けて下さい。

1.整備している 2 蛇備していない

間22 段診療所では平成 3年 2月中;こ何人のfJ.¥者を他の医僚機関lこ紹介し£したかa 紹介.J!l1

111毎に紹介忠奇数を所定の欄にご友人下さい町

1. 紹介忠者総数

2 内訳他科の診療が適切

3 内訳患骨が希望した

4 内訳核査目的

5. 内訳入院治疲が必婆 (if!li's ) と恩われた

6. 内訳手術が必要と恩われた

7 内訳その他

(主たる理由

紹介忠者数

人

人

人

人

ノ、

人

一一一一一ム

問23 貨診棟所では患者ーを紹介ナる場合、どの程度まで紹介しますか 務当するJ番号にJ印

をつけて下さい"

1. 医療施設の穂穏についてのみ紹介

2. 医療胞設名を鏑定して紹介

3 診療科名のみ指定して紹介

4 医療施設名、診療科名を指定して紹介

5 医師を名指しで紹介

6.その他{

問24 賞珍t車内fで患者を紹介するときにど ζ までのことをしますかる 該当する番号にO向]を
つけて下さい

l 紹介状をつくり患者に手渡す

2.診療予約を行う

3.検査予約を行う

4 その他(

問25 貸診療所では忠昔を紹介する際どのような方法で行いますか. 該当する爵号にO印を
つけて 下 さい.

l 電 話 連 絡のみ

2. 診然依頼を主とした紹介状を作成する
3 必要な所凡などを記載 した紹介状を作成寸る

4 紹介状を作成し、必要な診療記録の'!Ifしを添付する

5 その他( ) 

5 
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問26 紹介状を作成する診僚所の方に f司い正寸 賞診椋所で干I)Jllしている終介状lよF記のう

ちどれですかe 該当する番号にO印をつりて Fさい

l 市山えの紹介状

2. 病院の専用の紹介状

3. 病院のm妥、使2童
4. 名 市1)を利用している

5 その他

l別27 償診療所が紹介する代表的な紹介先医披胞殺と I-t以 FのどのもEな関係で寸か 該当す
る需号にO向lをつけ。て FさいE

l 出身大学

2 出身大学の関@病院

日 以前に勤務していた病院、診佼所

4 以前に勤務していた病院、診療所の同僚

5 医師会の会員

6 その他

間28 草i診療所で忠者を紹介する際どの様な問題点がありま寸ーか。 政当寸るIfi号ーにこ印をつ
りて 下 さし、。

L いつでも紹介できる施設がある

2.休日 ・夜間の紹介先を見つけるのは困難である

:1.疾病のやE類によっては苦労することが多い
4. 紹介できる医療施設が少なく、苦労寸ることが多い

5 紹介できる医療結設がほとんどない

6 その他(

間29 !lf診療所で経近紹介した忠管 5名について、紹介先医療絡設名、診療科名、患者の病

名を教えて Fさい。 また、部者紹介を決定した時期を( )内から遊び回容して下さ L、
l 範設名( )診療科名( )病名( ) 

紹介決定時期( 1.初診時 2.jl}診時 3. Iヶ月程度経過観察後 -1. その他)

2 施設名( )診療科名( )病名( ) 

紹介決定時期( 1.初診時 Z.再診時 3. Iヶ月程度経過観察後 ι その他}

3. 締役名 ( )診療科名( )病名( ) 

紹介決定時期( 1 初診時 2. 再診時 3. 1ヶ月経度経過観察後』 その他 )

4. 施設名( )診療科名( )病名( ) 

紹介決定時期( 1. fJJ診時 2. 再診時 3. J 'T月張度経過観察後 l その他)

5. 施設，:y.， ( )診軍医科名( )病名( ) 

紹介決定時期( 1 初診時 2. 得診時 3. 1ゲ月往度経過観篠後 4 モの他)

-6 -
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問30 賞診療所でJ忠信を他の医疲健闘へ紹介寸る際 lこ問題となっていることはどのようなこ

とですか@ 紘当寸るff):~すべてに C 阿l をつけて F さし~また、下 j2 に示した問題以外に何か

お気付きの点があれば、所定の揃!にご記入下さいe

1 適切な紹介先医療廠設等を採すのが難しい

2. "品者の希望する適当な鹿糠施設を燦寸のが難しい

3 こちらの期待する医療広務の医療施設を探寸のが離しい

4 紛介しようと寸る医療胞設などで断わられることが多い

5 紹介先医僚施設等とのj!ll絡が、余りう主くいっていない

その他の問題点

間31 鈴診被所では紹介した忠苛について紹介先の医療施設あるいは医師と、 rのf主役連絡
を取っていますか， 該当する番号にO印をつけて下さい。

l 紹介後も比較的頗繁に患者の病状などについて連絡している

2 紹介時に診銭所見などの報告を受けるだけである

3 紹介してもほとんど連絡がない

4 その他(

間32 員i診療所では紹介した患者について紹介先の医療施設あるいは医師との連絡はどの筏

な手段で行っていますか 該当十る番号にO印をつけて下さい@

l 報告書

2. 1fi 結
3 その他{

IUJ 33 貨診佼所では紹介した思者について紹介先の医療施設あるいは医師から診療の継続を

目的で診僚依頼を受けることはありますか。 該当する落号にO印をつけて下さい

1. 11ぱ全JiE例についてある
2 だいたいの症例についてある

3 そのような症例は少ない

-1.ほとんどない

間34 tl:診紋所では、地域の病院がその病床を開業医に|制欣し、紹介fJj者を病院の医師と共

同で診綴できるようになるならば、この仕組みを利用しますか。 該当する番号にO印をつけ
て下さい@

1. 1'，i l~ (J'cJ 1こ手IJfljしTこし、

2 機会があれば利用したい

:1.事Jmしない
-1. ::A際のシステムを見てみないと判断できない

ー 7-
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間35 ;'i:診療所では、地域の病院がその診療機探を開業医に開放し、各植の生体彼f堅守を受

託して〈れるようになるならば、この仕組みを平11mし主十か。 6真当十るIfi号;こ 、J印をつけて
ドさい

l 筒慨が]~こ利用したい

2 機会があれば利用したい

3 利用しない

4. ;lf際のシステムを見てみないと判断できない

fUj 36 食診佼所でl士、地域の病院がJ也減の開業医向けに位[911検討会や研修会などをIm(IP.ずる

ようになった場合、参加し主すか 該当十ろ爵号にη印をつけて下さい

l 矧1極的に参加したい
2 機会があれば参加したい

3 参加しない

問37 医療施設問li!!f燃についてご怠見、ご要望等ありましたら、ご自民lにお書き下さい

間38 病続への要盟等があれば、ご自由にお書き下さい令

ご協力ありがとうございました。
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